
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

専攻科における講義内容の充実を図ることにより、教育環境を向上し、就職希望の専攻科卒業生の就職率の向上を実現する。

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

80%

1,911 2,487

合計 3,448 2,016

80% 100% 達成

2,961

盲学校高等部（保健理療科）及び専攻科において、医学分野の教科を担当する専任教員を配置することにより、あん摩マツサージ指圧
師、はり師及びきゆう師の養成を行う。
ろう学校高等部専攻科において、専門的な知識・技能をもつ外部講師（専門実習指導員）を配置することにより、産業技術の発展等、時代
の変化に対応した職業教育の充実を図る。

○盲学校　専攻科　非常勤講師（医師）２人任用
○ろう学校　高等部保健理療科　非常勤講師（外部講師）６人任用

成果目標の達成状況

項目

就職希望の専攻科
卒業生の就職率

事業番号 14 04 ０１ 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 盲・ろう学校非常勤講師等配置事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

　　５　すべての子どもの学びを保障する支援 実施期間 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

盲学校高等部、同専攻科及びろう学校の高等部専攻科において生徒が専門的知識を習得する
ために県が当該事業を実施することは必要不可欠である。

課・室 特別支援教育課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

2.ろう学校非常勤講師 直接
成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算） （当初）

1.盲学校非常勤講師 直接
・非常勤講師２人を任用し、教育内容の充実が図れ
た。

916 105 474

・非常勤講師６人を任用し、教育内容の充実が図れ
た。

2,532

3,929 3,448 2,961

合計（A) 3,938 2,961
100%

26年度 27年度

当初予算 3,938

補正予算 -1,431

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの
財源

3,929 2,017

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

826

1,280 2,222 2,016

826

0 0 0 0

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・知識習得に関して、量より質の講座展開を行う。また、講義時間について見直しを行い、予算額を圧縮した。

目標に対
する成果
の状況

実質的な教育的成果といえる、就職希望をもった専攻科卒業生の就職率80％を達成することができた。

 概算事業費（B（A）+C） 2,106 3,048 2,842 3,787

826 826

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

3,938 3,929 2,017 2,961


